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町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
財
政
の
実
態
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
の
町
発
展
に
向
け
て
の
ご
協
力
を
得
る
た
め
、
毎
年
度
２
回
定
期
的
に
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
予
算
と
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
（
下
半
期
）
の
財
政
状
況
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農 業 集 落 排 水 事 業
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合　　　計

予算額

7億6,506万円

1億4,128万円

3,268万円

5億3,347万円

1,642万円

2億6,467万円

6,093万円

18億1,451万円

収入額

6億 834万円

9,087万円

841万円

4億2,471万円

866万円

8,124万円

5,648万円

12億7,871万円

収入率

79.5％

64.3％

25.7％

79.6％

52.7％

30.7％

92.7％

70.5％

執行率

84.9％

96.7％

88.8％

86.5％

79.4％

77.6％

83.1％

85.2％

執行額

6億4,918万円

1億3,663万円

2,902万円
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《　特　別　会　計　》
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平成 27年５月７日より「新庁舎」での業務が始まりました
※ただいま新庁舎の駐車場を整備しております。ご来庁の皆さまには大変ご不便をおかけしますが、
駐車場が完成するまで旧庁舎の駐車場をご利用いただきますようお願い申し上げます。

役場からのお知らせ
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○保険料基準額
　平成 24年度～平成 26年度
　年額　５２，２００円（月額４，３５０円）
　　↓
　平成 27年度～平成 29年度
　年額　６６，０００円（月額５，５００円）
■問い合わせ　福祉課　福祉係　☎（４２）１１１３

　平成 27年度～平成 28年度の保険料は、基準額をもとに各個人の所得などに応じて、次の９段階
に決定されます（平成 29年からは、一部保険料率が変更となる予定です）。

課税年金収入額の合計が80万円超～120万円以下

※老齢福祉年金は明治44年（1911年）4月1日以前に生まれた人が受けている年金です。

る人がい

以上
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課税年金収入額の合計が80万円超～120万円以下

※老齢福祉年金は明治44年（1911年）4月1日以前に生まれた人が受けている年金です。

る人がい

65歳以上の皆さんの介護保険料が変わりました
　介護保険制度は、40歳以上の人が被保険者となって保険料を納め、介護や支援が必要となったと
きにサービスを利用できる制度です。
　町では、介護保険を健全に運営するために３年ごとに事業計画の見直しを行い、今後３年間に必要
となるサービスの種類や利用者数、費用を見直しました。
　高齢化が進み、サービスの利用者数や費用が増大していくことを見込み、65歳以上の皆さん（第
１号被保険者）が収める介護保険料を下表のとおり改正しました。
　平成 27年度の介護保険料決定通知については、それぞれ個別に（６月 15日以降）お送りします。
　なお、40歳～ 64歳の皆さん（第２号被保険者）の介護保険料は、加入している医療保険制度（国
民健康保険・事業所の健康保険など）ごとに決められ、国民保険税や健康保険料に含めて納めること
となっております。
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　災害が増える季節がやってきました。３年前の７月には「これまでに経験した
ことのないような大雨」が、阿蘇市や南阿蘇・高森などに甚大な被害をもたらし、
多くの被災者を出しました。
　災害が起こりやすいこの時期、大切なのは、事前に備えておくことです。危険
信号を知り、気を付けておく、避難場所を確認し、いざというときにすぐに動け
るようにしておくなど、自分や家族、大事な人たちを守る備えをしておきましょう。

【南小国町の地区別避難場所】
避難対象地区

田中・千光寺・竹の熊

森園・黒原・中村・布目・馬場上
鬼山・鬼山上・戸無・黄川・滝ノ口

脇戸・矢津田上・矢津田下・赤馬場
杉田上・杉田下・中杉田

新町

上町・本町・下町

和田・瓜上・中原住宅・米山・米山上
落見・椚の本・地蔵原・松の木・坂の下
田尻・陣の前・平瀬・湯田上・湯田下
古賀・矢田原・中湯田・樋ノ口

荒倉・動目木・手形野・志賀瀬・平

志津・立岩・志童子・扇

星和・永山・薊原・矢ケ部・小原・吉原

小田・白川・黒川・瀬の本・大谷山・田の原

高花・長迫・鬼渕・陣内・波居原下

指定避難場所

南小国中学校

市原小学校

管理センター

南小国中学校

市原小学校

中原小学校

管理センター

南小国中学校

南小国町公民館
星和分館

りんどうヶ丘小学校

南小国中学校

　「熊本県防災情報メールサービス」に登録すると、
最新の気象情報、避難情報などが即時に送信されます。
　このサービスに登録すると、次のような情報が送信
され、災害時の避難の備えとして役立ちます

【提供している情報】
　気象注意報・警報・土砂災害警戒情報・地震情報・ 
　火山情報・避難勧告情報・危機管理情報　など

【登録申し込み】
　「entry@anshin.pref.kumamoto.jp」宛に空メール
を送ると、登録用 URL がメールで届きます。その
URL にアクセスし、設定すると登録が完了します。
※インターネットからの受信を拒否に設定していると
登録メールが届きません。
※メール受信・拒否設定をしている人は
「bousaimail@anshin.pref.kumamoto.jp」の受信設
定をしてください。

　支援物資に頼るのではなく、自助（自分の身は自分で守る）を基本に、日頃から非常時の持ち出し品をリュック
などの持ちやすい状態で準備しておきましょう。一人３日分以上の食料その他を備えておくようにお願いします。
　災害時の避難には次のような品々が必要です。

危険信号を早めにキャッチ！

各家庭ですぐに動ける準備！

■問い合わせ　　熊本県　危機管理防災課　
☎０９６（３３３）２１１８

　災害は、いつ起こるか分かりません。昼間に起これ
ば、家族は仕事や学校と、それぞれ違う場所にいるこ
とも考えられます。家族がばらばらになった時の集合
場所など、子どもたちにも教えておきましょう。
　また、地域の人たちと山崩れや氾濫の恐れがある場
所や避難場所について話し合うことも大切です。実際
に自分の目でも確認しておきましょう。

普段からの連携！

【避難準備情報】避難準備を呼びかけるとともに、避
難行動に時間のかかる人が、避難行動を開始する段階
【避難勧告】人的被害の発生の恐れがある場合に早め
の避難を促すために出すもの
【避難指示】人的被害の発生する危険性が非常に高いと
判断された状況で、避難勧告よりも強く避難を求めるもの

※予防的避難
　深夜に大雨などが予想される状況において、危険の
差し迫っていない明るいうちに自主的に避難すること

避難に関する情報

非常時の持ち出し品
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み
や
困
り
事
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
悩
み
や
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
電
話
や
窓
口
な
ど
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

住
民
健
診
実
施
日
の
日
程
調
整
に
つ
い
て

　

７
月
の
住
民
健
診
の
日
程
に
つ
い

て
、広
報
５
月
号
に
記
載
し
ま
し
た
が
、

６
月
末
に
は
健
診
希
望
者
に
受
付
日
時

と
場
所
を
問
診
票
と
一
緒
に
再
度
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
希
望
す
る
日
時

お
よ
び
場
所
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
変
更
は
可
能
で
す
。
希
望
者
宛

に
送
ら
れ
た
問
診
票
な
ど
に
連
絡
先
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
日

時
お
よ
び
場
所
の
変
更
を
個
人
で
電
話

に
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

住
民
健
診
は
、
各
種
の
検
査
で
皆
さ

ん
の
健
康
状
態
を
診
る
大
切
な
機
会
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
て

る
た
め
、
申
し
込
み
を
行
っ
た
人
は
、

ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
が
ま
だ
の
人
は
、

広
報
８
月
号
で
10
月
の
健
診
案
内
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間

　

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
や
歯
周
病
な
ど
の
予
防

に
関
す
る
適
切
な
生
活
習
慣
の
定
着
、

歯
周
病
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
徹
底
に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
食
後
の
歯
磨
き
は
で
き
て

い
ま
す
か
。
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
の
前
に

歯
が
痛
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

お
や
つ
を
食
べ
る
量
と
時
間
・
歯
の

質
・
細
菌
に
よ
っ
て
む
し
歯
に
な
り
ま

す
。
む
し
歯
が
酷
く
な
る
と
、
食
べ
ら

れ
な
い
、
元
気
が
出
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
、
場
合
に
よ
っ
て

は
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
む
し
歯
予
防
に
努
め
、
み

ん
な
で
歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
の
摂
り
す
ぎ
に

注
意
す
る
。
食
べ
る
時
間
も
大
切
で

す
。

②
食
後
の
歯
磨
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
年
に
１
回
、
歯
医
者
さ
ん
に
口
腔
の

状
態
を
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

④
希
望
す
る
人
は
、

　

フ
ッ
化
物
を
活
用

　

で
き
ま
す
。

熊
本
県
調
理
師
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
熊
本
県
調
理
師
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
願
書
な
ど

は
、
各
県
保
健
所
、
熊
本
市
保
健
所
お

よ
び
県
庁
新
館
４
階
健
康
づ
く
り
推
進

課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
役
場

町
民
課
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ

い
。

■
試
験
期
日

　

８
月
27
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
試
験
場
所

　

公
立
大
学
法
人　

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
願
書
の
配
布

　

５
月
15
日（
金
）～
６
月
19
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

阿
蘇
保
健
所

☎（
３
２
）０
５
３
５

熊
本
県
健
康
福
祉
部

　

健
康
局
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪

失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
や
喪
失

は
、
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以

内
に
役
場
町
民
課
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取

得
し
た
場
合
は
、
一
括
し
て
国
民
健
康

保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
資
格
の
取

得
や
喪
失
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
急
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
町
税
な
ど
の
振
替
納
税
の
お
勧
め

　

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
各
種
税
金
や
水
道
料
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

利
用
料
・
使
用
料
の
納
付
方
法
と
し
て
、

【
口
座
振
替
納
付
】
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
役
場
や
金
融
機
関
に
出
向
く

こ
と
な
く
、
指
定
さ
れ
た
銀
行
や
農
協

な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
日
に
自

動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
依
頼
書
は
各
種
金

融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局

で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
６
月
22
日（
月
）か
ら
開

始
し
ま
す
の
で
、
受
験
資
格
等
及
び
受

験
申
込
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
試
験
概
要

（

税
務
職
員
採
用
試
験

検
索
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
受
付
期
間
及
び
申
込
先

は
、
申
込
方
法
及
び
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

１　

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

２　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　
　

研
修
係

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

　

内
線
６
０
４
６

■
不
審
な
電
話
や
訪
問
に
ご
注
意

　

日
本
全
国
で
、
日
本
年
金
機
構
や
社

会
保
険
庁
の
職
員
を
か
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
称
し
て
個
人
情
報
を
回

答
さ
せ
た
り
す
る
と
い
っ
た
不
審
な
電

話
や
メ
ー
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
年
金
事
務
所
に
寄
せ
ら
れ
た

不
審
電
話
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
平

成
26
年
4
月
～
12
月
の
間
で
７
７
９
件

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
の
年
間

件
数
６
５
５
件
を
す
で
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。

※
不
審
な
電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た
場
合

①　

１
人
で
は
対
応
し
な
い

②　

相
手
の
名
前
や
所
属
、
用
件
を
聞

き
、
メ
モ
を
取
る

③　

家
族
に
相
談
す
る

　

日
本
年
金
機
構
や
業
務
委
託
を
行
う

民
間
事
業
者
は
、
銀
行
振
り
込
み
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
ま
せ
ん
し
、
届

出
や
申
請
の
手
数
料
と
称
し
て
現
金
を

預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

怪
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
年
金
事
務

所
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
平
成
27
年
４
月
分（
６
月
受
け
取
り

分
）か
ら
の
年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
4
月
分
（
6
月
15
日
支
払

分
）
の
年
金
額
か
ら
は
、
賃
金
上
昇
率

（
２
・
３
％
）
に
特
例
水
準
の
解
消
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
５
％
）
及
び
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
９
％
）
を

あ
わ
せ
、
3
月
分
ま
で
の
年
金
額
に
比

べ
、
基
本
的
に
０
・
９
％
の
増
額
と
な

り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
報
酬
比
例
部
分
に
つ
い

て
、
一
部
の
方
（
原
則
と
し
て
昭
和
12

年
度
以
降
生
ま
れ
の
方
）
は
す
で
に
特

例
水
準
の
全
て
ま
た
は
一
部
が
解
消
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
場
合
は
０
・
９
％

よ
り
も
高
い
増
額
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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集
中
豪
雨　

土
砂
災
害
に
備
え
て

　

今
年
も
梅
雨
が
近
づ
き
、
水
害
が
心

配
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
近
年

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
雨
の
多
い
時
期
に
は
大
雨
情
報

や
防
災
行
政
放
送
に
は
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
な
ど
で
災
害

時
の
対
応
や
避
難
場
所
な
ど
話
し
合
っ

て
お
き
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
に
は
要
注
意
!!

◎
土
石
流
の
前
ぶ
れ

・
山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
や
ド
ン

と
い
う
音
が
す
る
。

・
川
の
水
が
急
激
に
減
り
始
め
る
。

◎
地
す
べ
り
の
前
ぶ
れ

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
地
面
の
一
部
が
陥
没
し
た
り
隆
起
し

た
り
す
る
。

◎
斜
面
崩
壊
の
前
ぶ
れ

・
小
石
や
土
砂
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て

く
る
。

・
崖
に
裂
け
目
が
で
き
る
。

・
崖
か
ら
水
が
沸
い
て
く
る
。

　「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」

　
　

薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う
！

【
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
】

　

覚
醒
剤
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物
の
乱

用
は
、
精
神
と
体
の
両
面
を
、
深
く
致

命
的
に
破
壊
し
ま
す
。

　

脳
の
正
常
な
発
達
を
止
め
て
し
ま

い
、
乱
用
に
よ
り
精
神
障
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　
「
一
度
だ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、
量

や
回
数
が
増
え
、
自
分
の
意
志
で
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
最
悪
の

場
合
は
死
に
至
る
ほ
か
、
殺
人
、
強
盗
、

放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
や
重
大
な
交

通
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

※「
合
法
ハ
ー
ブ
」「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」

「
お
香
」「
ア
ロ
マ
」
な
ど

と
い
う
表
現
に
騙
さ
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
相
談
は
早
め
に
遠
慮
な
く
】

「
覚
醒
剤
相
談
電
話
」

☎
０
９
６（
３
８
４
）４
４
４
４

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
　
ゴ
ミ
の
投
棄
、
焼
却
は

　
　
　
　
犯
罪
で
す
！

　

公
共
の
河
川
、
道
路
は
も
と
よ
り
、

他
人
や
自
分
の
山
林
・
田
畑
な
ど
へ
廃

棄
物
（
い
ら
な
く
な
っ
た
電
気
製
品
な

ど
の
ゴ
ミ
）
を
捨
て
た
り
、
放
置
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
く
ず
、
紙
く
ず
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
廃
棄
物
（
家
庭
ゴ
ミ

を
含
む
）を
積
み
上
げ
て
燃
や
し
た
り
、

穴
を
掘
っ
て
ま
た
は
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を

利
用
し
た
簡
易
の
焼
却
施
設
を
設
け
て

燃
や
す
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
罰
則
】

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円

（
産
業
廃
棄
物
の
場
合
、
法
人
は
三
億

円
）
以
下
の
罰
金
（
併
科
）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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５
月
17（
日
）に
南
小
国
中
学

校
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、「
挑
戦
～
燃

え
上
が
れ　

心
の
灯
き
ら
め
く

汗
と
輝
く
涙
～
」
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
テ
ー
マ
で
す
。私
は
、

こ
の
テ
ー
マ
に
ど
れ
だ
け
迫
る

体
育
大
会
と
な
る
か
と
興
味
を

持
ち
、
終
日
参
観
し
ま
し
た
。

結
論
か
ら
言
う
と
テ
ー
マ
に
迫

る
素
晴
ら
し
い
体
育
大
会
で
し

た
。
そ
れ
は
、
閉
会
式
で
の
白

石
教
頭
先
生
の
次
の
よ
う
な
講

評
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

○
力
を
合
わ
せ
て
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
む
姿
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

○
自
分
の
団
だ
け
で
な
く
、相
手

の
団
も
懸
命
に
応
援
す
る
姿
に

強
い
仲
間
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。

○
結
団
式
か
ら
今
日
ま
で
七
日

間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

短
い
練
習
期
間
な
の
に
素
晴
ら

し
い
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
強
い
団
結
力
を
感
じ
ま

し
た
。

○
本
日
の
体
育
大
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活

か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
15
番
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
最
も
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。
曲
名
は
、
私

も
中
学
時
代
に
踊
っ
た
「
オ
ク

ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
」
で
す
。
思

春
期
に
入
る
中
学
時
代
は
、
異

性
と
踊
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
素
直
に
出
せ
ず
、
な
か
な
か

手
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
が
、
南
小

国
中
学
校
の
生
徒
は
違
い
ま

す
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
誰
と

で
も
き
ち
ん
と
手
を
つ
な
い
で

い
ま
し
た
。

　

次
に
感
動
し
た
の
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
23
番
の
「
目
指
せ
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
」
で
す
。
こ
れ
は
、

全
男
子
に
よ
る
団
体
競
技
で
、

紅
白
、
そ
れ
ぞ
れ
の
棒
の
頂
上

に
縄
を
か
け
、
最
後
の
人
が
、

紅
白
の
ハ
タ
を
頂
上
に
立
て
る

も
の
で
す
。
白
団
が
２
、
３
人

早
く
終
わ
り
ま
し
た
。
勝
っ
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
る
だ
け
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
白
団
員
全
員

が
赤
団
の
棒
の
周
り
に
集
ま
り

「
頑
張
れ
、
頑
張
れ
」
と
応
援

し
始
め
た
の
で
す
。
自
分
の
こ

と
だ
け
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
の
こ
と
を
考
え
る
行
動
を

取
っ
た
白
団
は
、
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。

　

短
い
練
習
期
間
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
体
育
大
会

と
な
っ
た
の
に
は
、
先
生
方
の

的
確
な
指
導
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
二
人

の
団
長
の
統
率
力
が
あ
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

体
育
大
会
二
日
後
、
体
育
大
会

を
終
え
た
感
想
を
聞
い
て
見
ま

し
た
。

○
赤
団
長
「
佐
藤
映え

い
と斗

君
」

み
ん
な
が
団
結
し
て
最
後
ま
で

頑
張
っ
た
の
で
優
勝
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

○
白
団
長
「
穴
井
晃あ

き
と斗
君
」

練
習
の
成
果
が
出
て
白
熱
し
た

闘
い
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
が
楽
し
み

　

先
月
号
で
南
小
国
中
学
校
で

授
業
を
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
（
う
れ
し
い
こ
と
に

み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
話
題
の

広
場
」
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
）。

生
徒
た
ち
の
感
想
文
に
対
し

て
、
一
人
一
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
返
し
ま
し
た
。
役
場
に
来
ら

れ
た
二
人
の
保
護
者
か
ら
「
子

ど
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
学
校
で
あ
っ
た
こ

と
を
家
庭
で
話
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、あ
る
保
護
者
か
ら「
娘

が
連
休
明
け
の
二
日
間
教
育
委

員
会
の
倉
岡
さ
ん
が
あ
い
さ
つ

運
動
に
来
な
か
っ
た
け
ど
ど
う

か
し
た
の
か
な
あ
と
心
配
し
て

い
ま
し
た
」
と
話
し
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
こ
と
を
心
配
し

て
く
れ
る
生
徒
が
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が

り
を
楽
し
み
に
仕
事
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

135

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進委員会
☎ 46-4411

　
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

全校生徒によるフォークダンス

紅白対抗綱引き
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平
成
12
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
施

行
か
ら
15
年
が
経
過
し
、
平
成
27
年
４

月
に
介
護
保
険
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
、第
６
期
介
護
報
酬
改
定
は
、

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
に
向
け
て
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
実
現

し
て
い
く
た
め
、
次
の
基
本
的
な
視
点

に
よ
り
介
護
保
険
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。⑴

中
・
重
度
の
要
介
護
者
や
認
知
症

高
齢
者
へ
の
対
応
更
な
る
強
化

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
対
応

②
活
動
と
参
加
に
焦
点
を
当
て
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

③
看
取
り
に
お
け
る
対
応
の
充
実

④
口
腔
・
栄
養
管
理
に
係
る
取
り

組
み
の
充
実

⑵
介
護
人
材
確
保
対
策
の
推
進

⑶
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化
と
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
構
築

　

字
面
だ
け
み
て
も
、
何
と
も
わ
か
り

に
く
い
の
で
す
が
、
今
回
の
介
護
報
酬

改
定
は
、
在
宅
医
療
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
の
報
酬
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
在
宅
医
療
を
推
進
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
施
設
に
と
っ

て
は
、
厳
し
い
報
酬
改
定
に
な
っ
て
お

り
、
３
％
前
後
の
マ
イ
ナ
ス
報
酬
と
な

る
改
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

支
払
う
介
護
保
険
料
が
上
が
る
な
か
、

施
設
の
利
益
が
増
す
の
は
お
か
し
い
、

と
い
う
判
断
な
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し

一
方
で
、
介
護
職
の
平
均
賃
金
は
他
職

種
よ
り
ま
だ
ま
だ
低
く
、
介
護
職
不
足

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め

ず
、
今
後
必
要
な
介
護
職
員
数
の
確
保

は
よ
り
困
難
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

　

改
定
に
よ
り
報
酬
減
と
な
っ
た
の

は
、
介
護
予
防
の
た
め
に
行
う
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
も
、

施
設
収
入
は
減
っ
て
し
ま
い
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
施

設
は
、
ど
の
施
設
も
厳
し
い
状
況
に

陥
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
の
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
構
築
、
と
い
う
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
一
律
平
等
の
サ
ー
ビ

ス
の
設
定
で
は
、
地
域
の
問
題
解
決
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た

た
め
、
解
決
を
地
域
に
任
せ
よ
う
と
い

う
構
想
で
す
。

　

要
は
、
介
護
問
題
は
、
そ
の
地
域
の

問
題
な
の
で
、
お
金
を
か
け
ず
に
工
夫

し
て
、
介
護
専
門
職
で
は
な
い
人
た
ち

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
も
含
め
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
解
決
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
事
で
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
先
進
地
で
あ
る
小

国
郷
の
、
創
造
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力

が
試
さ
れ
る
時
代
が
到
来
で
す
。

第
６
期
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設

看
護
師
長　

宇
都
宮　

亮
子

　

得
意
分
野
：
高
齢
者
ケ
ア

　

老
健
の
看
護
部
門
を
任
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
在
宅
復
帰
を
目
標
に
、

本
人
・
家
族
の
援
助
を
し
て
お
り
ま

す
。
想
定
さ
れ
た
老
健
の
対
象
を

越
え
た
利
用
者
さ
ん
が
多
く
、
小

国
郷
の
高
齢
化
を
日
々
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

お
ぐ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
師
長　

波
多
野　

秀
子

　

得
意
分
野
：
訪
問
介
護

　

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
在
宅
で
の
医

療
を
望
ま
れ
る
人
に
、
ス
ム
ー
ズ

に
必
要
な
医
療
が
提
供
で
き
る
様

病
院
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
ご

自
宅
に
訪
問
し
介
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。

小
国
公
立
病
院
看
護
師
長
紹
介

小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１
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１
年
生　
集
団
宿
泊

　

４
月
26
日（
日
）～
28
日（
火
）に
か
け

て
、
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
、

友
情
を
深
め
る
こ
と
、
良
き
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
年
生

集
団
宿
泊
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
蘇
中
岳
の
火
山
灰
が
時
折
降
り
ま

し
た
が
、
天

気
に
恵
ま

れ
、
初
日
の

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン

グ
、
２
日
目
の
阿
蘇
水
基
巡
り
、
さ
ら

に
夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
集
い
と
、
み
ん

な
元
気
に
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

南
小
国
中
学
校　

体
育
大
会

　

５
月
17
日（
日
）に
、
体
育
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
心
配
で
し
た
が
、
当
日
早
朝

か
ら
、
職
員
で
準
備
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
早
く
来
た
生
徒
た
ち
が
次
々
に
準

備
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
も
率
先
し
て
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

体
育
大
会
は
、
堂
々
と
し
た
気
迫
の

こ
も
っ
た
入
場
行
進
で
始
ま
り
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
、『
挑
戦
』「
燃

え
上
が
れ
、
心
の
灯
火
、
き
ら
め
く
汗

と
涙
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
表
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
男
子
団
体
競
技
「
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
」
で

は
、
勝
っ

た
白
団
の

生
徒
が
全

員
、
紅
団

の
生
徒
を

「
頑
張
れ
」

と
応
援
し

て
い
る
姿

が
素
晴
ら

し
か
っ
た

と
思
い
ま

し
た
。
勝
ち
負
け
を
超
え
た
南
小
国
中

の
仲
間
意
識
、
相
手
を
思
い
や
る
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。

阿
蘇
・
菊
鹿
地
区
体
育
大
会

　

４
月
27
日（
月
）阿
蘇
・
菊
鹿
地
区
体

育
大
会
の
選
手
推
戴
式
が
あ
り
ま
し

た
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
主
将
３
年

山
中
清
奈
さ
ん
が
全
校
生
徒
の
前
で
、

正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

４
月
28
日（
火
）に
阿
蘇
・
菊
池
・
山

鹿
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
行
わ

れ
、
弓
道
部
が
準
優
勝
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
が
３
位
と
結
果
を

残
し
、
高
校
総
体
へ
向
け
て
一
段
と
気

持
ち
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

防　

災　

訓　

練

　

５
月
11
日（
月
）防
災
非
難
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
震
が
起
こ
っ
た
後
に
火

災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
適
切

か
つ
迅
速
な
行
動
と
対
応
が
と
れ
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訓
練

で
し
た
。
消
防
隊
員
の
皆
さ
ん
の
講
評

で
は
、「
素
晴
ら
し
い
訓
練
で
し
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
徒

は
、
自
信
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
生
徒
が
実
際
に
消
化

器
を
使
い
、
火
の
つ
い
た
油
を
消
火
す

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

消
化
器
の
使
い
方
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
て
い
る
様
子
で
し
た

←準優勝の
　弓道部

→
選手宣誓をする

３年山中さん

代表の生徒が消火訓練

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

白団全員で応援（チョモランマ）
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４/29
（水）

５/４
（月）

大自然の神秘的な丘で春まつり

世界に認められたショートムービー

恒例の初夏のイベント

押戸石祭り

「KUROKAWA　WONDERLAND」

マゼノ共和国春まつり

　押戸石祭り実行委員会主催の押戸石祭りが
開催され、会場となった押戸石の丘の駐車場
にはたくさんのお客さんが押し寄せました。
　押戸石の丘にある巨石の前での神事のあと、
麓の広場で地元上中原の住民でつくる実行委
員会によるイベントが開かれました。会場に
はだご汁や赤飯、焼き鳥などのバザーが並び、
特設ステージでは福岡や大分から訪れた歌手
によるミニコンサートやカレーライスやお菓
子の早食い競争、ビンゴ大会などで賑わって
いました。

　東京で活躍するクリエイターたちと黒川温泉が
共同してショートムービーを制作しました。
　「阿蘇の麓に広がる見渡す限りの原野、生い茂
る杉林、湧き出る温泉、豊富な食材。そして何よ
り黒川で暮らす素晴らしい人々。僕らが持つ力、
映像、音、カメラ、スタイリング、そして WEB。
KUROKAWA を題材として、僕らができる限りの
自由でかっこいいと想う作品を創ろう」
　そんなクリエイターの皆さんの熱い想いで完成
した映像が配信され、世界的な賞を次々と受賞し
ています。是非ご覧ください。

KUROKAWA  WONDERLAND 検索

　マゼノ共和国甲ノ瀬キャンプ場でマゼノ共和国春
まつり実行委員会主催の「マゼノ共和国春まつり」
が開催されました。キャンプシーズン到来を告げる
初夏のイベントとして、地元湯田地区でつくる実行
委員会が開催しているものです。
　キャンプ場では、いろいろなステージイベントや
魚のつかみ取り、地元の人による山菜の天ぷらや、
マスの塩焼きなどのバザーも並び賑わいました。
　子どもたちはイベントで使った紙飛行機を飛ばし
たり、原っぱを走り回ったりするなど、キャンプ場
ならではのお祭りを楽しんでいました。

①押戸石の前で行われた神事 
②カレーの早食い競争 
③ビンゴ大会

「KUROKAWA  WONDERLAND」出演者

丸太切りに挑戦 !!

① ②

③
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５/20
（水）

５/15
（金）

終戦から 70 年、戦争の記憶を後世へ

小国杉の香るより良い空間へ

南小国町戦没者追悼式

午未還暦会による木製ベンチの寄贈

　町内の戦没者を慰霊する「南小国町戦没者
追悼式」が管理センターで開かれ、戦没者の
遺族や来賓など、約 100 人が参列しました。
祭壇に白菊を献花し、戦争で殉国された家族
らの冥福を祈りました。
　今年は、太平洋戦争の終戦から 70 年目の
節目となる年になります。当時を記憶する人
も少なくなる中、遺族会員も減少しています。

遺族会会長の穴井 豪
つよし

 さん（脇戸）は、挨拶で「遺族会員も少なくなる中、戦争の悲劇をどう将来へ
伝えていくかが課題」と述べ、これからも戦没者の思いを引き継いでいくという思いを語りました。

　木造建築である役場新庁舎の完成に合わせ、午未
会（昭和 29 年・30 年生還暦会）の皆さんから木
製ベンチの寄贈がありました。
　寄贈された 2 つの木製ベンチは、小国杉を使用
して作られ、座る部分に畳を使っており大変座り心
地の良いものとなっています。
　木製ベンチは現在、役場内の町民課と福祉課前に
設置されており、新しい庁舎と合わせて、小国杉のぬくもりをさらに感じることができるものとなっ
ています。

葛
蔓
を
ま
と
い
葉
蕨
雄
々
し
け
れ　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

雨
跡
の
朝
日
を
受
け
て
竹
の
秋　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

辻
の
茶
屋
脇
に
広
々
竹
の
秋　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

湯
の
町
が
故
郷
な
り
し
杉
の
花　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

め
ぐ
り
き
し
野
焼
の
頃
の
肌
寒
さ　
　
　
　

河
津　

靜
子

畦
塗
り
の
音
の
響
け
り
森
の
里　
　
　
　
　

川
西　

淳
子

濡
れ
な
が
ら
竹
の
子
梅
雨
の
風
呂
掃
除　
　

北
里　

富
男

母
の
日
や
嫁
と
歩
く
も
久
し
ぶ
り　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

句
友
皆
老
い
て
達
者
や
竹
の
秋　
　
　
　
　

北
里　

信
子

畦
を
塗
る
弧
の
美
し
き
棚
田
か
な　
　
　
　

笹
原　

景
林

洗
い
場
に
話
が
弾
み
芹
洗
う　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

湯
煙
を
あ
び
鯉
幟
泳
ぐ
里　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

青
い
空
初
音
近
く
に
畑
打
つ　
　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

老
鴬
を
遠
く
近
く
に
牧
の
牛　
　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

蕗
味
噌
や
義
母
の
命
日
め
ぐ
り
き
し　
　
　

髙
村　

民
夫

新
緑
を
重
ね
て
木
々
の
輝
や
け
る　
　
　
　

橋
本　

や
ち

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
山
吹
花
盛
り　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

大
茱
萸
や
蜂
来
る
た
び
に
花
こ
ぼ
す　
　
　

安
武
く
に
子

献花する人々

午未会の方々と寄贈されたベンチ
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６
月
は
環
境
月
間
で
す

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
に

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

農
道
や
山
林
の
道
路
脇
な
ど
、
人
目

に
付
か
な
い
場
所
へ
の
ご
み
の
不
法
投

棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

捨
て
ら
れ
た
場
所
で
は
、
景
観
が
損

な
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
悪
臭
や

水
質
・
土
壌
汚
染
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ゴ
ミ
を
不
法
に
投
棄
す
る
人
は
軽
い

気
持
ち
で
物
を
捨
て
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
行
為
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
を
す
る
と
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

悪
質
な
不
法
投
棄
の
場
合
、
警
察
と

連
携
し
て
、
強
い
姿
勢
で
対
処
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」
の
公
共
マ

ナ
ー
を
欠
い
た
身
勝
手
な
行
動
は
絶
対

に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
を
止
め
、
き
れ
い
な
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

土
地
所
有
者
の
責
任

　

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
、「
土
地
所
有
者
は
、
そ
の

土
地
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

場
合
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
ま
た
は

市
町
村
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
は
、

不
法
投
棄
者
本
人
に
撤
去
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
調
査
し
て
も
投
棄

者
を
発
見
で
き
な
い
場
合
に
は
、
法
律

に
基
づ
き
、
投
棄
さ
れ
た
土
地
の
所
有

者
に
撤
去
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場　

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
１

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　

血
液
は
、
人
工
的
に
製
造
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
う
え
に
長
時
間
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
病
気
や
け
が

で
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
安
定

的
に
血
液
を
届
け
る
た
め
に
は
、
毎
日

た
く
さ
ん
の
人
の
血
液
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

献
血
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理

解
と
自
発
的
な
ご
協
力
に
よ
り
成
り
立

つ
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
安
全

な
血
液
を
必
要
な
時
に
、
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
23
日（
火
）

・
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
の
受
付
と
な
り
ま

す
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
４
）６
７
２
５

平
成
27
年
度
毒
物
劇
物
取

扱
者
試
験
の
実
施

■
試
験
の
種
類

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日　

８
月
４
日
（
火
）

■
試
験
地　

東
海
大
学
付
属

　
　
　
　
　

熊
本
星
翔
高
等
学
校

■
願
書
受
付
期
間

６
月
８
日（
月
）～
19
日（
金
）

■
受
験
願
書
の
請
求
先

阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局

薬
務
衛
生
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
２

阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎（
３
２
）０
５
３
５
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
　

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
交
通
事
故
防
止
、

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
の

た
め
、
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で

新
し
く
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

購
入
し
た
場
合
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

南
小
国
町
に
住
所
が
あ
り
、

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
主
ま
た
は
父
母

■
補
助
金
額

　

乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
限

り
で
、
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
の
額
を
補
助
し
ま
す
。
補

助
金
の
上
限
額
は
１
件
当
た
り

１
万
円
で
、
１
０
０
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
に
な
り
ま

す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入

し
た
時
の
領
収
書

・
品
質
保
証
書

・
印
鑑

・
補
助
金
振
込
先
の
わ
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課　

総
務
係

☎（
４
２
）１
１
１
２

平
成
27
年
度　

消
防
設
備
士

試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
第
１
回
・
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験
が
次
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
種
類

甲
種
全
類
・
乙
種
前
類

■
試
験
日

・
第
１
回　

９
月
６
日（
日
）

・
第
２
回　

９
月
13
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

７
月
21
日（
火
）～
30
日（
木
）

・
電
子
申
請

　

７
月
18
日（
土
）～
27
日（
月
）

■
試
験
地

熊
本
市

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
お
よ
び
熊
本
市
消

防
局
・
県
下
消
防
本
部

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
‐
４

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
関
す

る
支
援
を
新
た
に
開
始
し
ま
し
た

　

県
で
は
、
小
規
模
事
業
者

（
製
造
業
）の
人
材
育
成
を
支
援

す
る
た
め
、
専
門
知
識
を
持
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
無
料
に
応
じ
る
事
業
が

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
い

技
術
を
持
つ
講
師
を
企
業
に
派

遣
し
て
、
技
術
指
導
を
行
う
人

材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

産
業
人
材
育
成
課

主
事　
　

田
尻

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
４
２

FAX
０
９
６（
３
８
２
）３
２
７
９

労
働
保
険

　
　

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
の
総
称
）
の

申
告
・
納
付
の
期
間
は
６
月
１

日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま

す
と
、「
国
」
が
職
権
で
申
告

納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険

料
の
額
を
決
定
し
た
上
で
追
徴

金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、必
ず
期
限
内
に
申
告
・

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
の
皆
様
で
、
ま
だ
労
働
保

険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
阿
蘇
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
の
上
、

速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
９
４
９
）７
３
２

第
69
回
阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
出
場
者
募
集

　

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭
ボ
ウ
リ

ン
グ
競
技
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
競
技
は
、
第
70
回
熊
本

県
民
体
育
祭
の
予
選
会
を
兼
ね

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

参
加
を
募
集
し
ま
す
。
県
民
体

育
祭
出
場
選
手
は
、
阿
蘇
郡
市

民
体
育
祭
の
上
位
４
人
お
よ
び

補
欠
１
人
で
す
。
参
加
費
は
個

人
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

■
会
場

菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

７
月
６
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

阿
蘇
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

☎
０
９
０（
７
９
８
０
）７
７
８
３
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家
庭
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

で
、
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
問
題
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

離
婚
（
離
婚
し
た
い
、
夫
婦

関
係
を
円
満
に
し
た
い
、
離
婚

に
伴
う
財
産
分
与
・
養
育
費
・

親
権
・
面
会
交
渉
権
・
年
金
分

割
）
や
、
配
偶
者
や
交
際
相
手

か
ら
受
け
る
身
体
的
・
精
神
的

問
題
に
つ
い
て
無
料
で
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
催

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

■
後
援

熊
本
県
司
法
書
士
会

■
日
時

６
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
面
接
で
の
ご
相
談

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

熊
本
県
中
央
区
大
江
４
丁
目
４

番
34
号

■
電
話
で
の
ご
相
談

☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

■
相
談
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士　

髙
橋　

愛
子

☎
０
９
６（
３
８
１
）８
７
７
７

来
春
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
募

集
の
た
め
の
求
人
受
理
説
明
会

　

平
成
28
年
度
３
月
新
規
学
校

卒
業
予
定
者
の
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
開
催

す
る
求
人
受
理
説
明
会
へ
の
参

加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と

お
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
と
の

合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
12
日（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

■
会
場　

合
志
市
総
合
セ
ン

タ
ー　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル（
合
志
市

文
化
会
館
）

（
合
志
市
福
原
２
９
２
２
）

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

☎（
２
２
）８
６
０
９

平
成
27
年
度

　
　
　
調
理
師
試
験
の
実
施

■
試
験
日

８
月
27
日（
木
）

■
試
験
会
場

公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど

で
２
年
以
上
の
調
理
業
務
に
従

事
し
た
経
験
の
あ
る
人

■
願
書
配
布
時
期
・
場
所

５
月
中
旬
か
ら

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り

推
進
課
な
ど

■
願
書
受
付

６
月
15
日（
月
）～

６
月
19
日（
金
）

■
提
出
先

熊
本
市
居
住
者

　

→
熊
本
市
保
健
所

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者

　

→
県
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

明
石　

拓
史  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

藤
田　

泰
秀  

様  

静
岡
県
富
士
宮
市

鶴
田　

浩
光  

様  

熊
本
県
熊
本
市

清
水　
　

貢  

様  

東
京
都
中
央
区

池
田　

博
史  

様  

東
京
都
江
東
区

上
條　
　

巌  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

山
本　

竜
広  

様  

三
重
県
四
日
市
市

野
畑　

一
郎  

様  

熊
本
県
南
阿
蘇
村

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

堀　

ア
キ
ヨ　

様　

志
津
下

石
橋　

町
恵　

様　

赤
馬
場

田
中　

健
治　

様　

大
牟
田
市

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

橋
本　

栄
二　

様　

上
町
１

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
実
際
に
は
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
…

※
実
際
に
は
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
…

が
つ

２（
ふ
）６（
ろ
）

ひ に
ち

く
ろ
か
わ

お
ん
せ
ん

６
月
26
日

風
呂
の
日
ラ
ヨ

６
月
26
日

風
呂
の
日
ラ
ヨ

　
だ
か
ら

黒
川
温
泉
に

や
っ
て
き
た
ん
ラ
ヨ

　
だ
か
ら

黒
川
温
泉
に

や
っ
て
き
た
ん
ラ
ヨ

今
日
だ
け
無
料

の
露
天
風
呂
で

　
幸
せ
ラ
ヨ
!!

今
日
だ
け
無
料

の
露
天
風
呂
で

　
幸
せ
ラ
ヨ
!!

お
～

み
ん
な
も

来
た
ラ
ヨ
ね
～

お
～

み
ん
な
も

来
た
ラ
ヨ
ね
～

ど
ん
ど
ん

来
て
る
ラ
ヨ
!!

ど
ん
ど
ん

来
て
る
ラ
ヨ
!!

いつもにも増して
極楽ラヨ！

いつもにも増して
極楽ラヨ！

き
ょ
う

む
り
ょ
う

ろ
て
ん
ぶ
ろ

し
あ
わ

き

きご
来
湯

　
お
待
ち
し
て

　
　
　
ま
〜
す
！
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6/
12金 高齢者健康づくり教室　14：00～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

13 土

14 日

15 月

16 火 高齢者ミニデイサービス（市原睦美会）9：30～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくら荘

17 水 老人クラブ宿泊研修　13：30～
　　　　　　　　　　　　　りんどうヶ丘小学校

18 木
３歳児健診　13：00～13：15受付　開発センター
心配事相談・行政相談　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　りんどう荘

19 金 さくら荘ミニデイサービス　13：30～　さくら荘

20 土

21 日

22 月

23 火
うきさん「クラフト教室」　10：00～　りんどう荘
　申込締切6/18（木）
献血　10：00～12：00　13：15～15：30
　（詳細はP16をご覧ください）　　管理センター

24 水

25 木 きよら元気クラブ　9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　  13：30～15：30   管理センター

26 金
黒川温泉露天風呂の日　10：00～15：00　黒川温泉
高齢者健康づくり教室　14：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

27 土

28 日

29 月

30 火
子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘

（育児相談・身体測定・きららカフェ）　参加費100円
町県民税　第１期納期限
国民健康保険税　第１期納期限

7/
1水

健康相談　9：00～　湯田公民館
乳児健診　13：00～13：15　小国町開発センター
町内３小学校集団宿泊教室（～３日）

2 木

3 金
出張年金相談※要予約
　　　　　　10:00～15:00　小国町開発センター
　申込先：熊本東年金事務所　☎096-367-2503

4 土 市原そぞろ七夕夜市　18：00～   市原ふれあい通り

5 日

6 月

7 火

8 水
きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺温泉館
子育て広場き☆ら☆ら　ぬくもり「読み聞かせ」
　　　　　　　　　　　　10：30～　りんどう荘

9 木

10 金 高齢者健康づくり教室　14：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

11 土

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー ６月・７月平成27年

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

5
／
3
生　

河
津　

樹き

さ咲
ち
ゃ
ん

　
（
父
）秀
樹･

（
母
）智
美　
　

瓜
上
上

5
／
3
生　

武
田
つ
む
ぎ
ち
ゃ
ん

　
（
父
）裕
樹･

（
母
）育
子　
　

黒　

川

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

井　
聡
也
♡
荷
稲
あ
り
さ　
白　

川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

4
／
20　

井
野
ミ
チ
子（
74
）脇　

戸

4
／
29　

石
橋　
　
強（
93
）赤
馬
場

5
／
8　

下
城　
敏
男（
80
）矢
津
田
下

5
／
8　

宮
﨑　
　
章（
60
）矢
津
田
団
地

5
／
9　

室
原　
　
博（
83
）本
町
１

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（4月30日現在）

　男　　2,006人
（＋２）

　女　　2,291人
（－６）

　計　　4,291人
（－４）

世帯数　1,770世
帯

（＋10）
※（ ）は前月比
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BIRTHDAY

   H
A

PPY
5月
生まれ

ゆいゆい かか

お誕生日おめでとう!!
元気いっぱい、せりなねえちゃんとな
かよくあそんで大きくなあれ!!

りり いいりり

名前を呼ぶと手をあげて返事をしてく
れます。りぃちゃんいつもステキな笑
顔をありがとう♡

作り方
①ジャガイモはいちょう切りにし、芯が残る程度に茹で、水気
を切っておく。
玉ネギは粗みじん切り、ツナとコーンは汁気を切っておく。
パセリはみじん切りにしておく。
②①のパセリ以外の材料を、マヨネーズであえ、アルミカップ
に盛る。盛った上に、チーズとパセリをのせ、オーブンでチー
ズに焼き目がつくまで焼く。

◎４月30日の学校給食メニュー
　じゃがいものカップ焼き
◎４月30日の学校給食メニュー
　じゃがいものカップ焼き

材料（５人分）
ジャガイモ
玉ネギ
コーン水煮缶
ツナ
マヨネーズ
パセリ（みじん切り）
溶けるチーズ
アルミカップ

　
200g
90g
50g
120g
40g

大さじ1
60g
5枚

市原小学校１年生の給食風景市原小学校１年生の給食風景

広報きよら2015.6

無
料
登
記
相
談
所
開
設

（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無

料
の
登
記
相
談
所
が
下
記
の
と

お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
な
ど

の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等
の
登

記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊

本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
要
：
事
前
予
約
）

■
日
時

６
月
18
日（
木
）

10
時
30
分
～
15
時
ま
で

（
12
時
～
13
時
ま
で
を
除
く
）

■
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局

阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

（
阿
蘇
市
相
談
予
約
と
お
伝
え

く
だ
さ
い
。）


